
令和　　7年　　8月　　21日

北九州市⾧　様
所在地　北九州市若松区響町１丁目１１０番２
団体名　三喜工業株式会社
代表者　磯部　浩三

団体概要

市内事業所 北九州市若松区 響町１丁目１１０番２

 主たる事業所

連絡先

提出書類
　・様式１:SDGs達成に向けた取組状況（チェックシート）
　・様式２:SDGs達成に向けた宣言書
　・様式３:SDGsの達成や地域課題の解決を目指すパートナーシップ構築に向けて
　・【北九州SDGsクラブ未入会の場合】クラブ参加登録申込をWebにて行ってください

「北九州ＳＤＧｓ登録制度」申請書

　「北九州SDGｓ登録制度」について、関係書類を添付の上、下記のとおり申請します。

（ふりがな） さんきこうぎょうかぶしきがいしゃ

団体名 三喜工業株式会社

（ふりがな） いそべ　こうぞう

代表者氏名 磯部　浩三

所在地

事業概要 建築工事・土木工事・その他専門工事

企業・ＮＰＯ法人等の別 企業

業種（企業のみ） 建設業

従業員数（企業のみ） ２１～５０人

ホームページの有無 有

ホームページＵＲＬ https://sankiindustry.com/

メールアドレス kokido@sankiindustry.co.jp

担当部署 工事部

担当者 小木戸 智侑（コキド　トモユキ）

電話番号 090-7168-0979



（様式１）

関連する認定・表彰制度

取得していれば「具体的な
取組内容」の記載は不要です

ゴール 指標

ゴール13 ②

ターゲット 具体的な取組

7.2 9.4 13.3 13.3 1

ゴール 指標

ゴール12 ②

ターゲット 具体的な取組

9.4 12.3、12.5 13.3 12.5 2

ゴール 指標

ゴール13 ④

ターゲット 具体的な取組

10.2 12.2 13.3 13.3 2

ゴール 指標

ゴール9 ①

ターゲット 具体的な取組

8.2 9.5 12.5 9.5 4

ゴール 指標

ターゲット 具体的な取組

7.2 9.4 13.3

ゴール 指標

ゴール8 ③

ターゲット 具体的な取組

3.4 5.5 8.8 8.8 1

ゴール 指標

ゴール8 ⑤

ターゲット 具体的な取組

5.5 8.5、8.8 10.2 8.8 1

ゴール 指標

ゴール8 ②

ターゲット 具体的な取組

5.1、5.4 8.8 8.8 1

ゴール 指標

ゴール3 ③

ターゲット 具体的な取組

3.4 8.8 3.4 1

ゴール 指標

ゴール8 ②

ターゲット 具体的な取組

4.4 8.2、8.6 17.17 8.2 1

ゴール 指標

ターゲット 具体的な取組

16.1、16.3、16.5

ゴール 指標

ゴール12 ④

ターゲット 具体的な取組

11.b 12.6 13.1 12.6 4

企業名　三喜工業株式会社
SDGs達成に向けた取組状況（チェックシート）

当社は、地域に根ざした持続可能な建設業を目指し、安定的な受注体制と⾧期的な経営基盤の強化
を図っています。地元人材の積極採用や若手技能者の育成に取り組み、建設技能の継承と地域雇用の
安定化を推進しています。また、協力会社とのパートナーシップを重視し、相互の信頼関係に基づく安全・
品質・工程管理を徹底しています。さらに、省エネルギー施工や資材リサイクルの活用により、環境負荷低
減とコスト削減を両立し、地域社会と共に成⾧する持続可能な事業運営を実現しています。

自社のＳＤＧｓの取組みをマネジメントする担当者や担当部署を設
置し、ＣＳＶ（※）などを適切に推進すると共に、災害時等の事業
の継続や事業承継など持続可能な事業経営に取り組んでいる。

12

11
反社会的勢力の排除、汚職や贈収賄・不正競争行為の防止、個人
情報の適切な管理、飲酒運転の防止など、法令を遵守する体制を整
備している。

北九州市入札参加資格有資格者名
簿への登録

11

16社会

(不正防止)

経済・社会

(持続可能性)

人材育成の為、特に新人社員研修は、従業員全員が講師として、社内関係書類及び現場へ就
業する際の業務の内容を中心に教育、また、ビジネスマナーにおいては外部
講師による研修を実施。ベテラン従業員は必修である資格取得支援を積極的に推進
従業員間による勉強会及び外部の学校機関へ通学し資格取得に向けて支援。
＊尚、資格支援の学校費用は会社負担。

全ての従業員にスキルアップのための研修等の機会を提供すると共に、
社会に役立つ情報の外部への発信やインターンシップの受入れなど、社
内外にわたる人材の育成に取り組んでいる。

10

当社は、建設現場で働く全ての従業員の心身の健康と安全を最優先に考えています。定期健康診断の
受診率100％を維持し、現場作業員に対する熱中症予防指導や水分・塩分補給の徹底、夏季のクール
休憩時間を設けるなど、季節に応じた健康対策を実施しています。また、安全衛生教育やKY（危険予
知）活動を日常的に行い、労働災害ゼロを目指しています。腰部負担軽減のための補助具導入や、
ICT施工の活用による作業負担の軽減も推進し、⾧く健康に働ける職場環境を整備しています。

疾病予防や早期発見、感染症防止などの衛生対策を講じるとともに、
良好なメンタルヘルスの維持など、従業員の健康維持に取り組んでい
る。

9
3,8

4,5,8,9

社会

(健康経営)

経済・社会

(人材育成)

社内にハラスメント緊急110番を設置、従業員の通報による報告を受け、直ちに現状把握し改
善する秘密は厳守する。また、社内掲示板及び勉強会を実施。
上⾧は部下への性的及び業務の曖昧な指示、暴言指示の抑制防止に向けての対応、言葉使い
の勉強会実施。

セクシャルハラスメントやパワーハラスメント、マタニティハラスメントなど、あ
らゆるハラスメント行為を防止するための体制を整備するなど、良好な
職場環境の構築に取り組んでいる。

8

当社は、性別や年齢、国籍に関わらず、全ての従業員が能力を発揮できる職場環境づくりを推進していま
す。女性技能者育成の為、社内での資格取得の為の補助などを採用を積極的に行い、現場設備や作
業服の改善など、安心して働ける環境を整備しています。また、評価制度においても、成果や能力を公正
に評価し、昇進・昇格の機会を平等に提供することで、多様な人材が⾧く活躍できる職場を実現していま
す。
令和7年5月、インドネシアから外国人実習生を４名雇用。計１２名。

年齢、性別、国籍、障害の有無等による不当な差別を防ぐ体制の整
備や人権教育等に取り組み、女性活躍など、多様な人材が活躍でき
る環境の構築に取り組んでいる。

7

5,8,16

4,5,8,10,16
社会

ジェンダー
平等

社会

ハラスメント
防止

ITを活用した在宅勤務と現場単位でテレビ会議を導入し情報共有することで業務の進捗の見
える化を実施し、従業員全員で助け合うなどの職場を確率し強いチームワークで繋がり助け
合いの活動を進める。また毎週1日ノー残業デーを設定し働き方改革と並行し時間外労働の削
減及び家族団欒の時間に充てる取組を推進している。

⾧時間労働の防止、テレワーク等の多様な働き方の導入など、良好な
労働環境の整備に取り組んでいる。

6

*総合建設業の為該当なし
官公庁の工事を主体とする企業の為、発注元による仕様書発注による建築構造物の
元請け工事業者である為。

環境に配慮した商品やサービスの開発や、社会課題の解決につながる
商品やサービスの提供に取り組んでいる。

5
6,9,12,14,15

3,8

環境・経済
・社会

(商品開発)

経済・社会

労働環境
整備

最も関連性のある
「北九州市基本計画」
の指標や取組

7,13 社用車のガソリン給油時記録簿に記載し記録、また走行距離も記録簿に記載し目的地までの
最短距離を走行することで燃料燃費改善。
また、事務所内エアコン温度27度設定（特に夏場）及びクールビズ実施。

※ＣＳＶ（Creating Shared Value:共通価値の創造）
　企業が社会課題に取り組み、社会に対して価値を創造することでビジネス（経済的な価値）を創出すること。

No. チェック項目 分類 具体的な取組内容関連する主なゴール・ターゲット

紙、段ボール、空き缶、ペットボトル等、リサイクルできる物の分別の徹底を
本社事務所及び現場単位で徹底

事業活動等から発生する廃棄物の管理及び処理を適切に行ってい
る。
３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を実施するなど、循環型社会
の構築に取り組んでいる。

毎週場⾧による現場単位で巡回し直接指導実施。尚、安全パトロールは全従業員で担当者を
決定し実施。また、毎月1回リモート及び集合し、工務会議及び全体会議を実施し、工事進捗
並びに品質管理向上に向けての各現場の問題点を報告、全従業員で協議し問題点、品質向上
に向けての上級技術者を含む意見交換することで品質管理向上に向けて改善している。ま
た、若手技術者の国家資格取得に向けて上級技術者の商品知識勉強会をすることで誰一人取
り残さない資格取得に向けて取組実施。

商品やサービスの安全性を担保する体制を整備すると共に、品質の向
上や新たな技術の開発等に取り組んでいる。

4

2

エコな商品選定を優先し消費者（発注元）へご提案、（遮熱塗料、水生塗料などを採用、ま
た環境配慮型マーク品を使用し施工。
尚、市内業者を通して資材調達実施。

事業に伴う調達（原材料、部品、資材、サービス、使用する設備や事
務用品等）について、環境負荷や人権などに配慮している。

3

最も関連性のある
ゴール・ターゲット

3,9,12

1
温室効果ガスの排出を抑制するため、エネルギーの使用状況の把握や
使用効率の改善、再生可能エネルギーの利用などに取り組んでいる。

11,12,14

環境

(ＣＯ２削減)

環境

(廃棄物削減)

環境・社会

サプライ
チェーン管理

経済・社会

(技術向上)



（様式２）

宣言日　　令和　　7年    8月   15 日
団体名　　三喜工業株式会社　　

　私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓの達成に向けた方針及び取組を以下のとおり宣言します。

◆　ＳＤＧｓ達成に向けた取組方針等

◆　SDGs達成に向けた重点的な取組

2030年

(その他の場合)

(  )年

2030年

(その他の場合)

(  )年

2030年

(その他の場合)

(  )年

記載について
　・  「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」は、３つまでご記入できます。
　・  必ず全ての分野（経済・社会・環境）の達成を宣言してください。
　　（１つの取組みで３つの分野を達成しても、複数の取組みで３つの分野を達成しても構いません）
　・  指標（KPI）は、原則として数値目標を記載してください。

社会
目標値

経済

社用車の走行距離削減

指標
(KPI)

社用車走行距離削減

2024年32,500ｋｍ
↓

2030年25,000ｋｍ環境 〇

〇

地元業者からの資材調達

指標
(KPI)

地元業者からの資材
調達

社会
目標値

2025年88％
↓

2030年100％環境

経済

指標

社会 〇
目標値

経済

健康寿命に係る取組

指標
(KPI)

毎朝の健康体操タイム

100%

具体的な取組

環境

稼げる
まち ⑩

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書

当社は、持続可能な社会の実現に向け、国連が掲げる「持続可能な開発目標（SDGs）」を経営の重要課題と位置付けます。建設業として、現場の安全と従業
員の健康を守る「健康経営」、環境負荷低減と地域経済への貢献による「持続可能な事業運営」、そして性別・年齢・国籍を問わない「多様な人材が活躍できる
職場環境」の実現を柱とし、日々の事業活動に取り組みます。具体的には、安全衛生の徹底、地元人材の育成、省エネ施工・廃材リサイクル、女性技能者の活躍
推進など、地域と共に成⾧する企業として責任を果たします。当社は、2030年までにこれらの目標達成を目指し、社員一丸となって挑戦を続けることをここに宣言し
ます。

ＳＤＧｓ達成に向けた
重点的な取組

指標（ＫＰＩ）・目標値

※目標値は、いずれかの目標年で
　設定してください。

達成を
目指す分野

に「○」

最も関連性のある重
点戦略との関係

最も関連性のある
「北九州市基本計画」の指標や取組

※どちらか一方のみの記載でも可

最も関連性のある
「北九州市基本計画」との関係

彩りあ
るまち

安らぐ
まち

〇

〇

彩りあ
るまち

安らぐ
まち

稼げる
まち

彩りあ
るまち

〇

安らぐ
まち

稼げる
まち

生産性向上・高付加価値化の推進

12

健康寿命

地域医療提供体制や保険衛生管理
体制の充実

市内総生産額

生産性向上・高付加価値化の推進

市内総生産額

具体的な取組

30

①

12

①

指標

指標

具体的な取組



（様式３）

　　　　　　　　　　 団 体 名: 三喜工業株式会社

◆1)自らの組織が提供できる価値(商品・サービス・ノウハウ)

誰の
(企業・自治体・教育機関・団体・市民など)

どんな課題に対して
どんなSDGsゴールに対して

何を使って 何が出来るか
キーワード(3つ～5つ程度)

※1行に1個ずつ記載してください
(麗:温室効果ガス削減・働き方改革など)

位置情報

子どもの安全確保

高齢者の安全確保

◆2)自らの組織が必要としているもの(商品・サービス・ノウハウ・連携先)

解消したい地域課題・達成したいSDGs目標
自分たちの組織に不足している要素

(人材・製品・サービス・ノウハウ・技術・連携先・資金）
どのような利害関係者と

(企業・自治体・教育機関・団体・市民など)
課題を解決するために何をしたいか

キーワード(3つ～5つ程度)
※1行に1個ずつ記載してください

(麗:温室効果ガス削減・働き方改革など)

子どもの安全確保

高齢者の安全確保

アプリケーションの導入

地域全体との連携

地域による見守り

記載について

SDGsの達成や地域課題の解決を目指すパートナーシップ構築に向けて

・1)および2)の各項目について具体的な内容を記載して下さい。

SDGsの達成や地域課題の解決に、パートナーシップを通じて取り組むために、自らの組織が提供できる価値や必要としているものについて記入してください。

企業・自治体・教育機関・NPO法人等団体・市民 安全・安心なまちづくり 位置情報の共有 子ども・高齢者の現在地の把握

地域の子どもや高齢者等の安全の確保 連携先・情報量 企業・自治体・教育機関・団体・市民など
特定のアプリケーションの導入により、自動的に地域で位置

情報を共有しあい、必要に応じて現在地を特定


